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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 46,23 46,11 -0,12 45,07 +1,04

USD / BRL Spot BRL 2,2106 2,2138 +0,0032 2,2796 -0,0658

USD / JPY Spot JPY 102,19 102,06 -0,13 102,75 -0,69

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.875 54.056 +181 51.833 +2.223

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 145,9 145,8 -0,1 146,0 -0,2

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,98 -0,25

DI Future Oct15（金利先物） % 11,01 11,01 +0,00 11,31 -0,30

3 Months US Dollar Libor % 0,232 0,233 +0,001 0,230 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 306,7 306,7 +0,0 304,2 +2,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年7月7日

Indicator Unit 7月3日

先週金曜日のドルレアルスポット相場はＮＹ祝日とＷ杯による短縮取引による影響から小動きとなりました。
朝方はＷ杯による短縮取引で流動性が減少することを勘案して当局がスワップ介入を見送ったため、前日
比若干レアル安の２．２１台前半から始まりました。その後も閑散とした取引のなか殆ど動意はなく、結局
２．２１台前半で引けています。

格付け会社のムーディーズは中銀のインフレレポートを受けて週末にコメントを出しています。それによると、
「今年のＧＤＰ成長率は１．３％、来年は１．５％と予想しリスクはダウンサイドに傾いている」としています。
また、「最新の中銀見通しはインフレが高止まりする一方で成長率は低迷を続けるとの見解を強めるもので
あり、次期政権は意味のある調整を施して経済を回復させなければならない」「今年から来年にかけて対
ＧＤＰ政府負債比率は６０％近辺へ上昇すると予想するが、これは同水準格付け他国の中央値である４０％
よりかなり高い」と言及して警戒感を強めています。昨年１０月に格付け見通しをポジティブから安定的に
引き下げた時、「ブラジルの信用力が回復するほど力強い成長となりそうにない」としていましたが、その
見解が更に強まった印象です。格付けについては今年３月にＳ＆Ｐが引き下げてから悪材料出尽くしと
看做されていますが、次期政権の政策によって再び悪材料となる可能性は燻っています。
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